
142013.9

　　　 南波多町で市長出前まちづくり座談会自分たちの住むまちを大切にしたい
↓消防士に教えてもらいながら放水を体験する子どもたち

　　　 伊万里市防火フェスタ 2013防火意識の大切さを学びました

　『カブトガニの産卵を観る会』が多々良海

岸でありました。これは、市カブトガニを守

る会などが、生きている化石とよばれるカブ

トガニの神秘的な産卵を観ようと毎年行って

いるものです。この日は市内外から参加した

大学生や親子連れなどが、伊万里高校の理化・

生物部による生態説明を受け、砂浜近くに現

れたカブトガニの産卵の様子を観察しまし

た。また、市内２小学校の児童によるカブト

ガニの幼生 1,800 匹の放流も行われました。

　　　 産卵を観る会と幼生の放流10 年後   元気で帰って来てね

まちの話題

みんなの広場

7.22

↓牧島小学校、山代東小学校の児童たちによるカブトガニの幼生の放流

  元気に泳ぐカブトガニの幼生 生態の説明をする伊万里高校生カブトガニを触る子どもたち

7.27
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みんなの広場
このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

　『伊万里市防火フェスタ2013』が市民センターでありま

した。これは、『災害のない、住みよいまちづくり』をめ

ざして市防火協会などが行っているもので、この日は市内

４つの保育園の幼年消防クラブ演技や消防職員の意見発表

などがありました。また、初期消火などの体験コーナーで

は、緊張しながらも多くの子どもたちが挑戦していました。

8.4
　『市長出前まちづくり座談会』が南波多公民館でありまし

た。これは、市民の意見を市政に生かすため、各町の住民

と市長が直接対話するもので、１月から順次行っています。

市政の取り組みや成果について説明を受けた後、参加者から

は、次年度開通予定のインターチェンジの名称や災害時の通

信手段など地域に密着した質問や意見が出されていました。

↑質問に対する塚部市長の説明を熱心に聞く住民の皆さん


